






要約:静岡県沼津市周辺において、小児の事故をモニターする方法を検討するために予備

調査を行った。小児の事故をモニターするためには、市立保育所は件数が少なすぎ、重点

となるべき家庭内事故が含まれない点で、救急隊の記録は事故の件数は多いが交通事故に

偏りがみられることなどで、定点としては不適当と考えられた。また夜間救急外来は、例

数が少なく、熱傷、頭部外傷などの外科的疾患が含まれていない点で同様に不適当と考え

られた。沼津市立病院救急外来の記録は、例数も最も多く、年齢、病名の範囲も広く、偏

りが少ないなど定点として最も適当と考えられた。


